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ハ
ズ
二

閏
西
南
通
二
大
秦
一
と
あ
る
か
ら
、
怖
昨
緬
甸
（
抑
隅
）
が
印

度
の
錫
閑
陽
を
純
由
し
て
束
洋
に
來
航
せ
る
雑
賜
人
や
波
斯
人

ア
ラ
ビ
ヤ

乃
至
亜
刺
比
人
な
ど
些
吹
接
交
迦
武
易
し
て
ゐ
た
訓
変
が
州
か

る
と
共
に
、
而
も
押
剛
王
韮
山
洲
の
使
節
が
雲
南
を
雑
曲
し
て

ノ
ハ

洛
陽
に
来
た
事
は
三
脚
時
代
の
魏
略
の
西
域
仲
に
、
火
泰
通
。

。
二
Ⅱ
ダ
ス

既
從
二
海
北
陸
迩
一
・
又
循
レ
海
而
南
。
典
二
交
阯
七
郡
外
兆
一

○
０
０
０
０
○
０
０
０
Ｏ

（
通
？
）
・
北
又
右
二
水
迩
一
迦
二
識
州
永
岡
一
。
と
あ
り
、
漢

代
の
益
州
永
岡
は
現
今
の
巽
南
打
の
保
山
螺
（
鯉
冒
⑦
ロ
河
上

流
左
岸
〕
の
附
近
で
、
之
は
緬
甸
の
八
典
〔
国
冨
日
○
胃
脚
君
画
＆

上
流
右
岸
）
か
ら
雲
南
打
昆
明
へ
の
交
辿
の
婆
路
に
常
っ
て
ゐ

る
か
ら
、
柑
昨
の
使
は
今
の
胃
国
君
ｐ
呂
河
下
流
域
地
方
か
ら

八
英
・
保
山
を
純
由
し
て
雲
術
（
昆
肌
）
に
至
り
、
史
に
、
四

川
に
出
で
Ｌ
漢
都
（
洛
陽
）
に
来
た
も
の
と
推
測
せ
ら
る
上
・

０
Ｏ
○

従
っ
て
現
昨
の
英
州
の
援
蒋
ル
ー
ト
の
一
つ
で
あ
る
細
流
路
は

鯉
に
後
漢
の
初
・
中
期
（
門
純
一
、
二
世
紀
の
交
）
噸
か
ら
澗

南
徹
外
の
盤
兆
が
支
那
と
の
交
迦
路
と
し
て
利
川
し
て
ゐ
た
も

の
の
や
う
で
あ
る
。

次
に
川
川
打
が
、
陸
路
に
曲
て
町
域
諾
叫
と
交
辿
し
て
ゐ
た

乎
疵
は
恐
ら
く
前
漢
武
帝
（
門
紀
前
一
職
二
世
紀
）
の
稚
に
ま

で
遡
り
符
る
で
あ
ら
う
が
、
三
閏
時
代
（
閥
紀
三
世
紀
）
の
域

に
な
る
と
そ
の
交
辿
往
来
が
雌
る
顔
繋
と
な
り
も
鋤
漢
と
凉
州

（
廿
粛
式
威
縣
）
の
届
閉
門
胡
と
の
川
に
政
流
的
交
渉
さ
へ
も

側
か
れ
て
ゐ
た
邪
批
が
あ
る
。
三
脚
芯
（
劉
志
劉
祁
仰
）
に
よ

毎
！
Ｌ
苑
洲

I

る
と
、
鋤
の
建
興
元
年
（
西
紀
一
三
五
）
に
諸
鞠
亮
が
漢
巾
に

出
郁
せ
ん
と
せ
し
畔
、
今
の
撚
械
叩
央
ア
ジ
ア
各
地
か
ら
凉
州

に
移
住
せ
る
岬
域
諸
胡
が
蜀
漢
の
戦
役
か
｝
援
助
せ
ん
こ
と
を
申

出
で
た
記
郡
が
あ
る
。
即
ち
、

ハ
シ

凉
州
（
廿
湘
武
威
縣
）
諾
剛
嘔
・
各
泄
二
月
文
・
康
牌
胡
侯
。

ヲ
イ
。
タ
ツ
テ
ク
ヲ

支
揃
・
朕
杣
蝶
二
十
除
人
一
・
編
受
二
節
度
一
・

と
あ
る
。
之
は
彼
蝉
胡
人
が
成
都
に
到
っ
て
術
蒋
亮
の
川
征
に

参
加
し
て
共
の
姉
庇
を
受
け
た
郡
を
述
・
へ
た
も
の
で
あ
る
。
此

虎
に
支
術
と
あ
る
は
月
氏
（
月
支
）
の
川
人
の
名
で
あ
り
、
鵬

柿
と
あ
る
は
股
肘
の
仙
人
の
名
で
あ
る
っ
恐
ら
く
此
等
の
胡
人

は
術
昨
凍
州
に
移
住
し
て
そ
の
地
の
打
力
な
る
財
Ⅲ
と
し
て
、

此
庭
で
政
論
的
地
罐
を
有
し
て
ゐ
た
傭
め
に
、
『
月
支
・
艇
牒

胡
侯
』
な
ど
Ｌ
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
之
が
何
故
に
蜀
漢

に
味
方
し
て
北
方
の
獅
魏
に
反
抗
せ
ん
と
し
た
か
の
陳
伽
は
不

叫
で
あ
る
が
、
常
昨
劉
漢
は
江
南
の
孫
椛
と
同
脱
し
て
艸
魏
と

抗
鞭
し
て
ゐ
た
畔
だ
か
ら
、
揚
子
江
流
域
の
巾
蝿
を
硴
保
す
る

Ⅱ
的
か
ら
之
等
凹
域
の
胡
商
、
財
Ⅲ
竿
が
劉
洪
や
孫
央
に
味
方

し
た
課
で
は
な
い
た
ら
う
か
。
之
は
興
味
あ
る
研
究
胆
日
で
あ

る
。
い
づ
九
に
し
て
も
斯
の
如
く
鋤
（
門
川
）
と
新
班
廿
州
方

面
の
胡
族
の
貼
側
な
ど
‐
“
の
池
繋
拘
絲
は
早
く
も
三
叫
昨
代
か

ら
史
上
に
塊
は
れ
て
ゐ
る
の
で
見
る
と
、
今
日
蘇
聯
が
新
狂
ル

ー
ト
を
辿
じ
て
亜
鰹
の
蒋
介
洞
政
椛
を
政
治
、
細
濟
的
に
援
助

し
て
ゐ
る
郡
疵
は
必
ず
し
も
仙
郷
の
邪
柚
で
な
い
こ
と
が
判
か

一
二
九
↑
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1

一
、
聖
徳
太
子
繪
傳
の
研
究
禰
淑
大
芳
氏

一
、
筑
水
命
に
つ
い
て
へ
久
計
米
地
方
立
識
恩
想
銭
述
史
）

柵
奈
雌
次
氏

一
、
「
醐
歳
」
に
つ
い
て
川
上
市
太
．
郎
氏

一
℃
比
悪
の
住
居
迩
跡
に
つ
い
て
鏡
山
猛
氏

一
、
地
名
「
埠
」
に
つ
い
て
日
野
州
三
郎
氏

講
演
倉
へ
佐
孤
市
）

十
一
月
二
十
日
へ
日
眠
）
午
徒
一
昨
よ
り
佐
批
巾
松
陳
町
の

佐
批
縣
我
育
含
伽
に
於
て
側
催
す
。
聴
衆
約
汀
二
十
楢
で
午
後

四
時
半
念
を
剛
ぢ
る
。

一
、
支
那
地
名
の
由
来
に
つ
い
て

日
野
川
三
郎
氏

塊
亦
支
那
に
於
い
て
奴
・
坤
・
集
等
と
呼
ぶ
都
市
又
は
聚
落

が
あ
る
。
此
の
小
旗
は
唐
の
雅
政
に
起
原
を
お
く
。
即
ち
店
の

梨
報

る
の
で
あ
る
。
（
完
）

・
一
、
虎
關
祁
師
の
囚
比
的
伽
傘
心

艇
沼
斑
海
蝿

内
容
の
詳
細
は
既
に
「
史
洲
」
並
び
に
「
史
撃
雑
誌
」
に
發

表
さ
れ
た
る
を
以
て
梗
概
を
略
す
。

晩
餐
雷
研
究
發
表
講
演
會

識
伽
に
引
紙
き
縣
孜
育
含
柿
に
て
州
仙
、
同
啼
に
て
左
記
の

研
究
發
表
あ
り
。

I

る
。
雌
に
は
船
荷
の
秋
卸
の
便
が
あ
り
多
く
定
期
巾
が
州
か
れ

て
ゐ
た
が
、
か
か
る
場
合
は
坤
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
雛
と
呼
ぶ
地
嶺
・
馳
多
い
が
雛
は
集
と
同
じ
く
定
期

市
及
び
そ
の
定
期
市
の
行
は
れ
る
蝿
所
を
指
し
て
ゐ
た
の
で
あ

る
。
歩
（
坪
）
、
雄
は
一
般
に
前
支
那
に
多
い
。
価
し
蝿
は
北
女

川
束
打
等
に
も
兄
ら
れ
、
市
支
那
に
限
ら
れ
，
て
ゐ
る
わ
け
で
は

な
い
。一

、
我
が
古
代
に
於
け
る
人
Ⅲ
籾

竹
脚
勝
也
氏

一
、
古
代
岬
々
に
兄
ら
れ
る
人
間
的
性
絡

二
、
人
川
槻
と
蛾
魂
棚

三
、
人
川
抑
發
生
の
肚
称
的
州
係

川
、
岬
代
糎
念
の
成
立

五
、
商
天
腺
狐
念
の
成
立

六
、
現
芽
の
、
紐
と
抑
人
の
分
離

一
三
○

藩
鎭
が
杵
内
の
要
地
に
兵
を
屯
駝
せ
し
め
此
れ
を
鋲
と
呼
び
、

そ
れ
が
五
代
を
総
て
朱
に
至
る
川
に
小
都
市
を
折
す
名
柵
に
鍵

化
し
た
も
の
で
あ
る
。
坪
は
坤
頭
を
中
心
と
し
て
發
逹
し
た
町

村
で
、
従
っ
て
水
遥
に
位
し
て
ゐ
る
。
古
く
は
歩
と
排
か
れ
南

朝
馴
よ
り
史
雑
に
現
れ
．
、
北
宋
の
昨
巳
に
坪
と
番
か
れ
．
る
こ
と

も
あ
っ
た
が
術
一
般
に
は
歩
と
番
か
れ
、
坪
が
一
般
と
な
っ
た

の
は
元
肌
塒
代
の
様
で
あ
る
。
雌
は
定
期
巾
を
脂
し
、
そ
れ
よ

り
定
期
巾
を
中
心
と
し
て
發
逹
し
た
町
村
を
呼
ん
だ
の
で
あ

’
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七
、
現
人
抑
思
想
の
完
成

以
上
の
諸
攻
側
に
豆
り
主
と
し
て
刺
と
人
と
の
剛
係
を
辿
っ

て
人
川
狐
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
僻
っ
て
祁
聖
で
あ
っ
た
人

川
は
人
Ⅲ
的
間
礎
の
發
推
に
伴
ひ
次
擁
に
抑
人
分
離
の
純
路
を

辿
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
が
、
一
方
現
人
抑
思
想
の
完
成
に
伴

っ
て
別
人
の
川
に
新
な
る
關
係
が
紬
ば
れ
輩
に
祁
剛
の
思
愁
的

棚
制
が
確
立
さ
れ
る
由
来
を
問
迩
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
約
一

時
間
半
に
亘
三
Ｌ
詳
細
な
識
別
が
あ
っ
た
。

一
、
英
叫
王
室
の
仰
統

握
森
吉
氏

英
叫
王
室
は
十
一
祉
紀
後
半
卒
礎
朝
末
期
か
ら
成
立
す
る
も

の
で
、
決
し
て
古
く
は
な
い
。
元
來
征
服
に
生
じ
た
ア
ン
グ
リ

ャ
脚
で
、
王
領
は
封
建
制
度
下
に
、
王
室
を
諸
侯
中
の
雌
大
た

ら
し
め
た
。
我
似
の
大
猪
の
妓
大
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ

の
椛
威
は
財
力
で
保
た
れ
る
。
之
は
大
悲
章
巾
の
献
金
の
噸
、

及
び
家
数
改
革
の
寺
領
没
收
、
又
は
束
印
度
命
砒
の
王
家
株
券

の
こ
と
で
わ
か
る
。
こ
れ
ら
征
服
と
財
力
喋
巾
の
雁
史
に
は
、

幾
多
の
罪
悪
不
徳
が
行
は
れ
た
。
そ
の
例
は
数
々
あ
る
。
近
祉

地
主
階
級
の
政
治
的
火
勢
と
と
も
に
、
英
剛
は
変
に
王
冠
を
欺

く
共
和
剛
な
り
切
っ
た
の
で
あ
る
。
一
面
に
於
て
王
室
内
に
は

十
六
七
世
紀
以
来
王
位
の
蛾
乖
催
し
く
、
流
血
唯
殺
の
悲
惨
数

限
り
が
な
い
。
そ
の
紺
果
碓
倉
の
定
め
る
繼
永
法
が
支
配
し
、

雄

服

I

昭
和
十
三
年
十
二
月
三
日
、
十
川
年
一
月
三
十
日
、
二
月
十

承
日
、
波
智
籠
に
お
い
て
例
愈
開
催
、
辰
教
授
、
小
林
誹
師
、

曜
生
一
同
川
蜥
、
左
記
の
紹
介
が
あ
っ
た
し
例
に
よ
っ
て
各
冷

紹
介
新
を
煙
は
し
て
そ
の
概
要
を
記
す
る
こ
と
に
す
る
。
殊
に

蛙
敦
披
よ
り
も
御
手
橘
を
欺
い
た
こ
と
を
深
く
感
謝
す
る
。

（
岡
川
）

王
位
は
裁
決
に
山
っ
て
定
ま
る
。
現
王
朝
は
凋
迎
か
ら
入
っ

て
、
初
王
以
来
英
摘
を
解
せ
ざ
る
韮
あ
り
、
「
我
等
の
言
諦
に

さ
へ
他
叫
人
」
と
洲
は
れ
た
。
ヴ
イ
ク
ト
リ
ャ
女
王
は
右
嶺
だ

が
、
そ
の
人
塑
は
却
っ
て
女
王
の
夫
ア
ル
バ
ア
ト
に
存
し
た
。

畢
竜
傅
統
か
ら
掘
れ
ば
、
英
隅
王
室
は
談
含
が
閏
教
々
倉
に
反

對
せ
ざ
る
人
物
を
挫
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
識
介
に
制
限
さ
れ

て
、
そ
の
側
の
縦
は
財
政
側
池
で
、
飛
除
を
樅
く
の
は
今
．
所
澗

王
位
．
は
兵
隊
を
韮
ふ
と
云
ふ
關
係
で
あ
り
、
黄
任
内
閣
と
は
・

王
と
談
含
と
の
鞭
に
際
し
、
．
王
の
球
代
り
と
な
っ
て
倒
れ
る
も
‐

の
で
あ
る
。
英
叫
共
和
剛
が
王
冠
を
懐
き
つ
Ｌ
あ
る
の
は
も
英

脚
人
の
一
繩
の
シ
ヴ
ア
リ
イ
に
も
出
で
、
旦
王
室
が
叫
雌
、
そ

れ
は
支
配
し
政
論
す
る
剛
比
大
衆
の
表
號
と
も
見
ら
れ
、
硯
性

ｆ

と
も
老
へ
ら
れ
，
る
か
ら
で
、
決
し
て
統
流
大
椛
を
布
す
る
傘
厳

で
は
な
い
っ
（
中
江
）

両
洋
史
學
研
究
命

一
一
一
一
一

1



､

1
111

11

<
-
t
t
､
皇
辿
ご
J
＝
謹
雑
型
1
当
砦
Q
覗
営
ケ
j
異
裡
淵
得
i
･
A
j
ぺ
j

S詮
禮
鵠
碍
誤
余
や
舟
蝿
。
､翼
澤
幕
卦
ﾉ摸
一
豐
劃
掌
番
以
照

，
}
J
型
当
亀
I
J
<
-
1
t
､
ミ
S
ヨ
当
量
識
輔
養
割
,
｡
呉
命
‘
A
j
や
蝿

逗
諸
=､浄

望
狸
一
〕
＆
｡雲
ヘ
ミ
¥<-tt､ミ

鵠
1，
口
刺
辛
ぅ
§
J+､卜

恭
一
八
Aj弐
筆
一
j,u-U*J心

逆
や
窯
得
担
ド
ﾉ掲
申
。
ゴ
ミ
睾
々

e
≦
以
靜
篝
-
J
I
J
当
狸
一
〕
島
特
暹
埋
′

h
･
k
r
<
1ド
ー
鵠
γ
や

終
う
小
S
｢
室
慌
邑
重
当
｣
ぺ
j
｢
制
等
雲
萱
菖
｣
幻
e
潭
籔
淫
里
冨

紺
蜑
君
中
j
r9リ
ー
ド
ノ
舟
蝿
。
曇
坪
｢宣
当
｣仁
$↑
o皇
鎗
重
長
剖
『
G

罠
冥
RJ達

ゲ
ノ
望
=〈
聿
乞
皇
婚
や
491G旦

潭
,aや

′
長
剖
『
G焉
輔

室
ヨ
ヨ
以
揖
？
鴇
軽
辿
′

侭
令
K喉
一
埋
嵐
L4蚕
当
細
製
穏
‐
〕

IJ｢蚕
童
裡
,_Q-2'Aj蕊

ﾔ､心
霊
Q｣劃

Jや
ゆ
以
淵
心
。

ム
j具
.型
裂

器
÷
u
●
ね
A
J
A
J
Q
型
長
以
〆
．
<
三
s
謀
=
､
糧
「
鐸
や
蝿
」
9

斗
以
卜
‘
宣
当
菫
細
三
劃
-
〕
達
和
坤
A
j
ぺ
j
細
担
尋
ﾄ
ﾉ
廻
蝿
o
宣
当

Q黛
簿
侭
}篝
誉
令
蝿
浄
9埜
喋
鐺
Q当
〈
員
拳
弐
j負
′

T""nd-

s
c
h
a
f
t
以
判
心
悪
晨
(
P
r
ﾖ
g
u
n
g
)
．
拓
役
望
試
淫
ヨ
奄
細
屋
u

津
L
｣
や
ゆ
A
j
,』
J且
邦
!●
高
屋
‘
式
j負
1穀
Q瀧
鄙
室
ﾉ偲
○
ﾄJ〆

重
当
得
心
里
嫡
逗
A｣急
,aS鄭

重
細
固
や
ｲ。
､蝿
国
〈
睾
宕
皇
婚
辿

-jIJ〃
蚤
1梼
蝿
篶
勢
署
馨
籠
L1，

L6，
}J製

滞
-)蓉

.<抽
琴
Q

ド
ﾉ埋
骨
ら
。
灸
へ
/IJI､･far<

'
ド
ー
埋
岬
Q
崖
鵲
Q
憤
祭
装
潭
爵

乞
割
睾
･
L
6
=
､
菖
津
署
9
坪
異
<
Q
篝
鎚
且
鐙
樗
申
r
G
以
靜
黒
,
且

乳
"､'｢宣

茸
」
竪
婚
Q黒
鑿
以
梶
ら
ﾄｰj型

韓
亀
IJ雰
篝
樗
師
尋
鵠

乞
劃
圭
L』
当
拓
呉
心
靜
GAJIM･4'<伽

や
舟
I●
,式
j狗
異
蝿
。

割当へ知酢ｋ八・等量Ｐや△いく暑幻９・得巳

：唾雄“‐‐曇“拝勤掴恥〃，伽毎一部程印刷Ｐ鵯創仙一Ｕ一。

ｒｅ・か｝三且ゞＩ１戸澤’八Ｖ幻０計逼塞一正迄一斗苛岬言

ａⅡⅢ寧一”］‐当坤、、竺以。亀〃↑シ恒《皿鼬誤痴 母Ｒｈ

ｒｐ諜尋ぃ川宣や一リー聿睾擬電β一〔ぃ１画篭梢亀 ｅＳｒ ｌＬ・Ｉｕ

韓確鍬Ｆ訓峰一い、．鑑瞬雲響》諦斗一報呼神雪斗

串ｂｔ ｏ１１

Ｖ函い函“一ヘノヘドく蒋雲誠一異聿」ニハト余ｕｌ１Ｊ剖〆心

謡↑尋》璋州》》部‐》到幟宰蠣隈叫李鐸

・Ｓ１く菫、弓い△舟ミ当選蕊剖迫 Ｏ醒肥一室毎Ｆ崖９掌浄 町恥唖皿 ｂｔｏ

罵横宣蚤櫓翁苓雲

曲ｎｕ〔、

ｚ和正個

睾ゞ・ｎｅｔ↑一一串一一》や一一一一一》・鞆卦幸一

皿錘地班 ，‐ａ卜し

掛呼》“蝿

Ｌ、晦幽八．一小Ｓ知恭、異ノー唇搭瀧象崇ヤリート調

ｔｅｉや受二淨建一ＱＰ猫ｖ亘，ＪＱＱけ’９心帥割Ｏｗ病

Ｋ恥“政・・・一細判裡、ノーＩ・シリーヨＵポミミ舎豐蝿冨

ｒ篭一」Ｊ血小一茶睾宣っＪＨ鮎畏ｒ亀仁

据入院・口Ｋ卜蜂国、ｒ痴長や一物細いＳ

､

＝

■
■
一
h

二
一

一
一
一
一
一



’
1

吾
β
眉
①
い
‐
函
①
昌
一
Ｆ
隅
冒
砲
口
○
口
》
Ｆ
ｍ
Ｆ
Ｏ
』
且
匡
鯉
‐
、

昌
肩
の
．
（
ロ
。
日
鴬
‐
言
。
具
。
胃
①
の
胃
ロ
．
閻
爵
〉
弓
箭
．

宗
も
壱
．
）
辛
腸
飛
我

一
八
一
四
の
愈
章
隼
六
條
に
よ
り
カ
ト
リ
ッ
ク
教
は
閏
教
と

認
め
ら
れ
醤
壯
を
川
復
す
べ
き
を
約
さ
れ
た
ゐ
た
が
、
涜
祁
罪

は
未
だ
規
定
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
柑
時
カ
ト
リ

ッ
ク
の
立
場
に
在
る
人
々
を
以
て
す
れ
ば
此
法
な
き
を
不
沌
と

し
、
昨
偶
ｋ
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
の
優
越
的
存
在
、
一
部
與
諭
の

測
向
、
・
縣
愈
及
諸
法
院
の
懇
諦
等
に
よ
る
該
法
案
の
計
愁
か
上

院
に
拠
出
さ
れ
、
提
案
渚
た
る
閏
融
保
特
惟
ベ
ィ
ロ
ネ
伯
は
宗

教
的
立
場
よ
り
盗
犯
演
刈
の
行
偏
を
虎
糊
す
る
必
要
と
無
紳
諭

的
傾
向
を
袖
手
傍
籾
す
る
の
愚
と
危
敵
と
を
識
肌
し
、
税
法
法

が
惣
章
の
宗
教
自
由
に
抵
賑
す
る
も
の
に
非
ず
、
又
所
拙
進
歩

的
な
る
も
の
に
非
ざ
る
旨
を
述
べ
て
委
貝
命
に
附
托
せ
ら
れ
、

雨
院
共
に
談
揃
沸
峨
し
、
常
該
罪
状
の
紗
少
枇
、
或
は
死
刑
罪

の
中
世
的
な
る
鮎
又
宗
救
蠅
想
へ
の
帝
馳
職
換
需
す
れ
ば
此
法

の
不
必
要
性
・
野
群
性
・
昨
代
錨
諜
牝
を
痂
施
し
て
結
岫
は
採
押

笠
施
さ
れ
た
る
も
、
爾
後
五
年
Ⅲ
糀
汝
罪
壯
の
順
罪
裁
判
所
に

提
出
せ
ら
れ
た
も
の
な
く
、
從
っ
て
七
月
欣
命
後
に
朧
止
の
那

命
を
見
た
。
若
者
は
此
法
案
の
純
過
を
敏
く
て
絲
諭
と
し
て
云

ふ
。
今
日
斯
の
如
き
法
は
非
柑
な
昨
代
錨
批
と
解
さ
れ
る
。
し

か
し
常
昨
の
佛
哨
関
と
し
て
は
革
命
と
帝
政
の
別
拠
を
砿
す
べ

く
，
又
平
和
と
秩
序
と
の
維
持
を
欲
し
て
ゐ
た
・
例
恥
せ
ぱ
ル

難
報ノ

’

イ
十
八
泄
が
治
仙
二
十
年
と
稲
せ
る
悲
章
も
、
シ
ャ
ル
ル
十
仙

が
隆
止
せ
る
諾
主
義
の
復
油
を
希
望
せ
る
も
此
の
た
め
で
あ
っ

た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
鷲
狄
川
復
も
此
叫
の
蹄
來
に
取
り
必
要

な
り
と
思
惟
せ
ら
れ
た
る
が
た
め
で
あ
っ
た
。
換
言
せ
ぱ
反
動

Ｆ

の
法
、
拙
劣
な
る
法
で
は
あ
っ
た
が
、
此
法
は
凹
家
の
伸
大
さ

の
復
油
に
よ
り
融
惹
い
て
は
佛
剛
此
の
糀
抑
的
偉
大
さ
が
宋
救

教
背
と
キ
リ
ス
ト
教
理
恕
と
に
よ
り
、
Ⅲ
復
し
柵
る
と
老
へ
た

＃

鮎
か
ら
川
後
し
て
ゐ
る
と
縦
ず
る
。
要
す
る
に
此
法
案
の
細
過

は
復
古
王
朔
昨
代
の
宋
教
的
楕
熱
の
一
部
を
示
す
も
の
で
あ

り
・
此
法
の
み
が
耶
獅
に
諭
談
さ
れ
非
難
さ
る
・
へ
き
で
な
く
、

他
の
諦
那
件
例
へ
ば
ヱ
ミ
グ
レ
法
、
握
子
机
統
法
、
世
襲
財
葹

法
と
併
せ
考
へ
ら
る
べ
き
性
衝
の
も
の
で
あ
る
。

］
Ｏ
冨
口
ロ
①
叩
国
①
固
昌
醇
己
誌
の
①
の
。
国
。
胃
⑦
号
ゅ

弓
。
§
ぬ
』
》
の
①
の
。
雷
。
昇
①
．
《
《
（
己
２
勝
。
胃
ぐ
胃
旦
‐

旨
言
の
胃
〕
津
．
＄
９
．
忌
憲
胃
四
国
①
津
舎
ｍ
い
い
屋

ｌ
紐
Ｃ
大
杉
知
恵
子

へ
ｌ
ゲ
ル
以
来
我
為
は
《
《
○
①
の
Ｃ
宮
。
再
ゆ
ご
を
主
棚
的
・
詳
籾

的
な
る
概
念
の
下
に
即
解
し
て
来
た
が
、
こ
の
○
＄
。
園
⑥
胃
吻
‐

肝
唱
笥
の
術
命
的
な
二
永
窓
味
性
は
そ
の
棚
念
史
的
根
擁
を

⑦
⑦
、
○
三
呂
言
と
豆
⑳
８
爵
と
の
一
様
化
に
持
つ
。
諭
器
は
主

に
十
七
・
十
八
仙
紀
に
そ
の
例
を
拾
ひ
つ
Ｌ
今
日
①
①
の
○
画
。
拝
①

が
複
雑
な
る
概
念
を
持
つ
に
至
っ
た
過
椛
を
述
べ

房
．
同
日
呉
呂
匡
口
ｍ
Ｑ
Ｒ
の
ロ
ｇ
①
烹
冒
＠
口
国
①
ユ
①
口
冒
目
媚
（
Ｑ
隈
‐

一

一
一
一
一
一
一
一

＝P

’
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諏

託一一

剖踊美ご暑以豪停畠二雪淵Ｊ竺裁１斜

知得型．豐坦圏ｒＪ遥封“幸Ｐ墜胃御細以

謨ｓ潔○軍繰．謹歪辿亘雪道幸細塁渋訟

製や〉Ｋ道程置辿試興計以〉・隅Ｑ蚤，一

畑掘鑿リー喬式Ｓ謹娯ｓｏ雷半分再ミＫ

菫三鶚員に崖↑△へｓｏ馨心に〃△へ嶺鶚一

心終塞津揖澱特いぶ當舟Ｑ終、罫，一け‘

侭内菫ｏ霊、齢』。盈辛や直斗Ｑ心Ｋ一

卑窪Ｑ心制射や担いｗ悉報ｇ至灸くＫ

蓮Ｑ皇‐舟雲叶・一・ＱＪ｛Ｓ二浄匡、早穐

Ｑ蒋川や誉弧〆・Ｐ三・、浄黙揖計９ｓ岸

坪繧入鐺Ｑ〃以畏槌〉や．量言桿裡傷

鶚吟板・拝澤謹雪道〉三三二滞淫〃Ｓ心

割幻△穐〆譽尋蔑熟黒翠揖謂室型Ｕ長

逹堀Ｕ鶚Ｊ獄心一法室』以呼雪必、々割９９幻ｃ酌需

Ⅱ投卜這灸領辛余試縮く淵睾三Ｕ内勲

壗。栂卓弓皐加嶺‐．ｇ堂掴幻川呉島心

Ｐ兵学詩Ｐ９垣《Ｐ且。Ｋ堂↑罫与Ｑみ、幻・包

埋篭傷Ｐ漂碧、逗暴ミ〃巡恕衣舟禺Ｊ

や以越翼瓢〃Ｓｊ籠淌逗婁程陰当里巨心

一一三二Ｕ一‐垂、濃‐Ｊ津ゼトリ雲一窒弔押篭長

幻辱判幻剖浄謀尋試．物一鶉埋菖卜。。〃吟

辿浄剖ｕ祖母鶉ｓ程《辿望静。』細淨

蒋やＵ浄忌ＷＰＩ”幸設遥星雲Ｑ担申爵正

ｒ

Ｓｅ叩山淫一Ｊ六匁幻 ｅＧｄ
Ｇｏ邑識心心ｎ５窯 割

侵言．ｕ忍ぶｍｕ ｅｎ吸芦恒奉Ｐ舟 ・ａｅ

改睡”薄 くｈＰ黒梨旦や Ｃ

Ｊ三‐命言一心、弱廻

Ｓ

Ｓ。、

ａｍｇ幻言毎Ｍ一具

ｒ

叩肥”当

ｌ

ｕ塩ｎｓ！〒二弐初

ｇｈ、霊戸邦皇餐雌ａＳ ｎ、ノＯ〃ｅ虹

函函趣睡“琴・弐一需一茸〃シ

堂辿穐Ｐ却加ｍ・

Ｎａ酢

Ｊ諏趣如匪く篁謹阜雲』恥ｎ．犯

諏掴却》》》。》一一一》》・一

睡堂『程試

唾ｄｉｄ

》》》》恥一一評判》》》恥》恥錘

。ｅｇｎ

Ｂｄ

ｅ、ノ

ｔｅｔｅ，１

２３壜劃狸ｓ舵

。ｓや－］心

Ｙ窪川以熱，｜

識裡別心細・

穐今ミ誰輪担

擢言Ｙｏ螢竺

Ｑ差戸蝿謹鼠

〉以胆舟喜知

製くりや堂当

Ｕ－壗哉Ｑ鼠潤

辛に一網汐９９

Ｗ鰯望裡Ｋ三‐

（逗檀。小川

、省蝿長、八

Ｆ・短得ＪⅡ楡

Ｊ篶ざ謝堤、旦

豈緊当‐還鎧鶚

謂Ｑ舗胤廻糸

岸Ｕ望ＱⅧＰ

型。・鮮唾型

リー程穐圏川叫畠

匡や裡筒号判

韓舟〔い尋篇幻

命〕舟Ｑ釧隅剛

畏畏やⅣ貿担

ⅡＰ言。嘩序

応詫いや多圭戸

渥黙弓慧謝鶚

割｝牛心』侭｛二心

罫Ⅱ畏閏Ｓ母

ｒ八〃降雪Ｐ

割、無Ｐ翌Ｙ

替中能窒舅鴬

澤ゴ単旦斗細

割誹帯罐訓岬

討》一》《》

峡『，心担エ手剰

恥一伶溌罫津咲

埋籔隈巳窪浄

試担当ヘ舞川幻

堤暹特綻壗〃

１偶狛鵜Ｕ一国

製糸会ｇ哩菫

瓶一静鵯ｓ



ヴ
ネ
ル
が
ベ
ネ
デ
ッ
テ
ィ
ヘ
の
番
浦
に
は
、
こ
れ
を
「
奇
貼
」

と
形
容
し
て
ゐ
ろ
。
（
Ⅶ
み
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
蕗
帝
ニ

コ
ラ
ス
に
鋤
す
る
悪
感
惟
は
、
即
位
髄
初
の
刺
番
の
日
ｏ
ｐ

ｇ
ｐ
津
野
⑦
の
拒
否
に
始
ま
り
、
こ
の
こ
と
は
外
交
上
及
び
帝

の
行
助
の
歴
史
に
、
興
味
あ
る
棚
係
を
恕
は
せ
る
）
斯
く
て
帝

の
「
ク
リ
ミ
ャ
親
椛
」
の
企
は
除
稗
淡
く
な
っ
た
が
、
前
記
填

太
利
抱
き
込
み
の
外
交
交
渉
推
捗
巾
に
、
皇
帝
及
び
皇
后
は
一

八
五
五
年
四
月
英
脚
を
訪
問
し
て
ゐ
る
。
親
椛
を
思
止
つ
た
の

は
同
月
末
で
あ
る
が
、
帝
の
外
交
が
英
倒
に
引
き
づ
ら
れ
て
ゐ

た
こ
と
、
後
年
伊
太
利
職
役
、
獅
迦
戦
役
へ
延
曇
さ
れ
る
形
勢
の

籾
裟
、
こ
と
に
帝
の
鯛
人
が
こ
れ
ら
に
参
照
さ
れ
る
。
こ
の
一

論
文
は
有
益
な
好
文
字
で
あ
る
。
又
填
太
利
史
糾
を
多
く
川
ひ

た
ら
別
趣
の
論
文
に
も
な
る
か
と
胆
は
れ
る
。
流
者
は
グ
ラ
ス

ゴ
ー
大
學
の
致
授
。

由

○
関
冨
旦
厨
胃
堅
》
ロ
詩
冒
号
口
坤
眉
①
、
９
．
日
ぐ
２

国
昌
畠
①
貝
諺
昌
尋
Ｏ
昇
角
昌
冨
胃
威
目
田
口
胃
別
）
侭
苛
呂
①

眉
．
］
匡
旦
の
目
○
ず
風
め
蔚
口
．
、
計
匡
茸
．
樫
Ｃ
“
少
己
ロ
．
、
心
（
国
①
騨

己
や
臼
ｌ
巨
輿
）
（
シ
ロ
日
．
己
ロ
旨
、
１
国
仰
）

踵
教
授

小
冊
子
で
、
若
者
が
チ
ュ
ビ
ン
ゲ
ン
抑
鯉
教
授
た
る
こ
と
、

獅
逸
猫
太
排
斥
の
際
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
先
づ
注
愈
さ
れ

る
。
註
解
が
詳
細
で
殊
に
右
益
。
プ
ウ
バ
ア
の
「
完
盤
猫
太
主

義
論
」
（
詞
且
①
ロ
ロ
ロ
号
四
旨
号
口
冨
日
．
石
圏
）
‐
と
對
照

難
報

せ
ば
、
興
味
多
か
る
べ
し
。
附
諭
未
蔽
。
本
抗
は
、
猫
太
問
辿

の
性
硬
を
論
す
る
と
こ
ろ
は
噸
迩
切
に
し
て
も
猫
大
間
鼬
の
解

決
を
術
ず
る
と
こ
ろ
は
雌
牽
強
附
會
の
感
が
あ
る
。
将
者
は
、

猫
大
間
池
に
闘
す
る
仙
上
の
不
唆
は
秘
問
迦
の
枇
礎
を
了
解
せ

ざ
る
に
起
側
す
と
し
、
間
脳
は
一
に
懸
っ
て
宗
教
的
籾
縦
に
存

す
と
し
、
感
術
或
は
標
詔
の
上
の
對
錐
を
不
可
と
し
、
ま
づ
人

は
洲
鼬
の
雁
史
枇
を
、
二
つ
の
嚴
然
た
る
史
班
に
蝿
し
見
る
べ

し
と
す
る
。
二
つ
の
史
変
は
‐
猫
大
の
分
散
即
ち
少
数
此
族
的

性
蹴
で
な
い
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
壯
態
の
發
生
と
、
猫
大
の
解
放
即

ち
近
代
傾
向
に
荻
く
そ
の
自
由
解
放
、
従
っ
て
猫
大
の
同
化
の

問
池
を
伜
ふ
も
の
と
で
あ
る
。
面
し
て
川
人
的
關
係
で
な
く
比

族
的
鮒
係
で
あ
る
べ
き
猫
大
問
題
に
對
し
て
、
換
寄
せ
ば
、
二

つ
の
史
疵
が
猫
太
人
仙
人
の
上
の
郡
命
で
な
く
、
乢
族
と
し
て

の
上
の
迩
命
で
あ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
猫
太
Ⅲ
池
に
鋤
し
て
、

蒜
者
は
解
決
の
川
祁
を
あ
げ
て
、
ｅ
ポ
グ
ロ
ム
即
ち
辿
密
放
逐

の
方
法
、
○
チ
オ
］
一
ズ
ム
ス
即
ち
パ
レ
ス
チ
ナ
猫
太
州
の
秤
述

の
方
法
、
・
国
ア
ッ
シ
ミ
ラ
チ
オ
ン
即
ち
他
比
族
中
に
同
化
せ
し

む
る
こ
と
、
四
フ
レ
ム
ド
リ
ン
グ
シ
ャ
フ
ト
即
ち
仙
比
族
川
の

拠
端
他
剛
人
壯
態
を
史
的
結
果
と
し
て
雑
排
す
る
こ
と
、
に
分

け
て
ゐ
る
。
さ
て
若
希
は
ｅ
及
び
○
の
不
徹
底
不
可
能
を
鮎
い

た
の
ち
、
国
四
に
就
い
て
、
ゲ
ッ
ト
の
山
來
か
ら
鮎
き
起
し
、

解
放
の
鎧
生
・
‐
猶
太
の
世
界
主
義
の
桃
面
、
同
化
に
側
す
る
謝

恩
刺
、
反
猫
太
主
義
、
そ
の
反
推
を
挽
く
。
こ
の
過
北
有
益
。

二
二

五

１
１



I

、

難
報

然
し
デ
イ
ア
ス
ポ
ラ
猫
太
人
の
他
叫
人
壯
態
存
在
に
附
し
て
、

そ
の
文
化
的
功
紙
を
認
む
る
や
う
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
た
例
へ

ば
教
育
不
可
州
典
を
術
ず
る
な
ど
、
や
Ｌ
混
雑
を
感
ぜ
し
め
る
。

結
励
、
不
分
明
な
が
ら
若
者
の
は
意
国
四
の
中
川
を
行
く
や
う

り
■
巾

で
あ
り
、
決
し
て
新
味
あ
る
も
の
と
は
忠
は
れ
な
い
。
畢
竜

■

荘
者
は
宗
救
的
捌
係
を
論
じ
、
猫
太
教
の
状
態
を
叙
し
て
、
恢

古
邨
動
を
非
難
し
、
時
勢
瓶
脳
を
魂
き
、
而
し
て
雷
外
に
、
或

は
肌
荷
せ
ず
し
て
、
猶
太
の
ク
リ
メ
ト
致
改
米
を
懲
憩
し
て
ゐ

夕出

る
こ
と
が
窺
は
れ
る
。
曰
く
・
「
猫
太
め
洗
稚
は
、
そ
の
猫
太
存

在
に
は
鯛
れ
ぬ
。
ク
リ
ス
ト
は
獅
逸
人
た
れ
と
は
喬
は
ぬ
。
改

宗
猫
太
は
獅
逸
人
で
な
く
、
狼
太
ク
リ
ス
ト
激
徒
旨
号
ｐ

ｏ
胃
陣
ｇ
で
あ
る
」
と
。
註
解
巾
や
「
猫
太
ク
ロ
ニ
ク
ル
」

（
ロ
ン
ド
ン
）
の
評
言
、
「
ヒ
ト
ラ
ア
の
雌
命
は
史
上
雌
も
卑

寸

劣
な
革
命
た
る
稲
が
あ
る
が
、
キ
ッ
テ
ル
教
授
の
番
は
、
猫
太

問
題
の
股
も
卑
劣
な
鹿
理
で
．
あ
る
」
と
い
ふ
も
の
を
援
川
し
て

あ
る
。
》

凸

の
画
堅
固
の
鼻
胃
』
言
冨
庁
蔚
国
再
○
塁
Ｏ
胃
§
ず
司

尺
弓
胃
シ
ョ
①
風
８
同
国
胃
９
旨
昌
”
①
乱
①
尋
ぐ
畠
．

‐
ｘ
Ｆ
Ｈ
ぐ
ｚ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
ｇ
．
ｓ
呂
弓
．
８
１
阻
）

大
杉
知
悪
子

歴
史
に
就
い
て
の
知
識
の
一
便
覧
を
示
し
霞
鼻
Ｏ
１
８
ラ
ご
ｏ
鳥
四

の
価
値
汗
慨
に
過
ぎ
な
い
質
利
的
な
も
の
を
国
厨
８
国
。
四
曲
‐

も
寄
望
の
蛎
一
段
階
と
見
る
流
者
は
そ
の
節
二
段
と
し
て
恩
３
＄

1

一
一
二
一
〈

等
の
首
厨
房
。
ｇ
堅
屋
の
８
凰
○
噌
画
ロ
毎
回
を
排
し
、
更
に
「
正

統
汲
」
に
對
し
、
器
し
出
眞
Ｏ
ｑ
』
叩
冒
昇
も
巳
旨
８
な
り

と
す
れ
ば
新
し
い
雁
史
家
の
任
務
は
奈
避
に
存
す
る
か
と
反
駁

し
、
要
す
る
に
ぽ
の
８
昌
○
腎
息
葛
は
疵
利
的
立
場
を
去
っ
て

も
つ
と
耶
純
に
老
へ
る
可
き
で
あ
る
、
と
言
ふ
。
即
ち
現
代
の

丈
竹
に
對
し
て
過
去
の
地
の
は
如
何
な
る
武
献
を
な
し
た
か
と

い
ふ
こ
と
よ
り
も
、
彼
弊
の
昨
代
の
文
化
狐
Ｉ
圃
算
①
３
１
に
於

け
る
彼
等
の
役
制
を
見
る
邪
が
必
要
で
あ
る
。
我
々
の
Ⅱ
的
は

反
皿
で
あ
る
と
否
と
に
不
狗
、
如
何
な
る
思
想
が
そ
の
昨
代
に

礎
け
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
を
享
け
た
人
の
上
に
如
何
な
る
印
象
が

起
っ
た
か
を
知
る
狐
で
あ
る
。
此
の
意
味
か
ら
抑
話
が
假
令
興

那
を
仰
へ
る
も
の
で
な
く
と
も
、
術
昨
に
於
い
て
人
為
が
そ
れ

を
信
じ
た
と
い
ふ
卒
が
雁
史
家
に
と
っ
て
は
承
要
で
あ
る
。
科

挫
］
に
と
っ
て
岬
は
無
川
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
雁
火
に
と

っ
て
は
脚
は
そ
の
像
リ
に
も
大
き
な
人
川
と
の
關
係
の
故
に
槻

過
す
不
可
る
も
の
で
あ
り
、
置
胃
○
国
○
唱
息
耳
は
先
づ

胃
①
’
三
⑫
８
乱
。
昨
代
か
ら
飴
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

朧
史
が
辿
去
の
概
念
と
し
て
又
塒
空
の
中
に
起
つ
弁
こ
と
と

し
て
老
へ
ら
れ
又
起
り
つ
つ
あ
る
と
老
へ
ら
れ
る
諾
の
水
件
の

了
解
と
し
て
見
ら
れ
る
時
に
は
、
こ
の
原
Ⅶ
結
果
の
棚
係
に
於

い
て
如
何
な
る
立
場
を
と
る
か
。
か
様
な
問
題
の
範
閥
に
於
い

て
流
者
は
三
の
８
１
○
腎
砦
耳
に
對
し
て
疵
り
幾
な
原
野
の
州

拓
さ
れ
る
こ
と
を
要
蝿
し
て
ゐ
る
。
（
以
上
）

ｂ
■
■
Ｐ
Ｉ
ｌ
ｂ
ｌ
ｌ
ｌ
■
■
Ｐ
ｒ
ｌ
ｌ
ｂ
ｌ
ｌ
ｂ
６
■
Ｉ
■
ｕ
ｌ
■
Ｆ
Ｋ
ｂ
Ｆ
ｊ
１
１
■
昼
Ｌ
■
，
Ｌ
■
０
１
，
‐
ｐ
ｌ
Ｉ
Ｉ
■
Ｉ
‐
ｂ
Ｉ
ｂ
８
Ｄ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
Ｂ
ｐ
ｈ
Ｉ
Ｂ
■
Ⅱ
■
■
Ｂ
Ｄ
Ｂ
■
■
■
■
ｒ
Ｌ
ケ
ー
Ｉ
Ｉ
Ｂ
■
■
■
■
Ｎ
ｂ
■
■
巳
Ｐ
■
■
■
■
■
Ｏ
Ｌ
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